
ZENBI
全 国 美 術 館 会 議 機 関 誌

September 2018 [Vol.14]

Vol.14

ISSN 2186-7259 

ZENBI FORUM

全
国
美
術
館
会
議
機
関
誌

全
美
フ
ォ
ー
ラ
ム Sept. 2018



01

02

03

04

ZENBI FORUM

全国美術館会議機関誌

全美フォーラム

文化財調査を通して返還問題を考える
日本民藝館   杉山享司

地方の小規模公立美術館を
活性化するための一可能性について
─新たな視点により県内文化圏の構図を描き直してみる─
南アルプス市立美術館　向山富士雄

いま美術館名に「近代」は必要か？
富山県美術館　雪山行二

京都市美術館の夢
京都市美術館　山田  諭

F-02

F-05

F-08

F-12

05 日本の美術館と学芸員の未来を描くために
―「シンポジウム　これからの博物館の在るべき姿
～博物館法をはじめとする関連法等の改正に向けて～」報告
和歌山県立近代美術館　青木加苗

F-15



文
化
財
の
返
還
を
め
ぐ
り
、
長
年
に
わ
た
り
議
論
が
た
た
か
わ
れ
て
い
る
。
論
点
は
、「
植
民
地
時
代
や
戦

時
中
に
故
国
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
を
、
も
と
の
持
ち
出
さ
れ
た
所
に
返
還
す
べ
き
か
否
か
」
と
い
う
も

の
で
、
日
本
も
そ
の
当
事
国
と
し
て
韓
国
か
ら
特
定
の
品
の
返
還
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
文
化
財
の
所
有
の
在
り
方
で
あ
る
。
文
化
財
を
「
民
族
固
有
の
遺
産
」
と
見
る
か
、

あ
る
い
は
「
人
類
共
通
の
遺
産
」
と
見
る
か
に
よ
っ
て
、
見
解
は
大
き
く
分
か
れ
る
。

こ
の
問
題
の
解
決
を
よ
り
難
し
い
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
略
奪
や
不
法
に
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
の
み
な

ら
ず
、
譲
渡
や
商
取
引
を
通
じ
て
流
出
し
た
も
の
も
返
還
の
対
象
に
な
り
う
る
か
ら
だ
。
美
術
館
や
博
物
館
に

関
わ
る
者
に
と
っ
て
は
、
実
に
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。
実
際
に
2
0
1
2
年
に
起
こ
っ
た
対
馬
で
の
仏
像
盗

難
事
件
以
降
、
韓
国
に
作
品
を
貸
し
出
す
こ
と
に
危
惧
の
念
を
抱
き
、
一
部
で
は
出
品
を
差
し
控
え
る
な
ど
の

状
況
が
生
じ
て
い
る
と
も
い
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
2
0
1
4
年
8
月
に
韓
国
の
国
外
所
在
文
化
財
財
団
か
ら
当
館
に
対
し
て
、

所
蔵
す
る
韓
国
文
化
財
の
調
査
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
。

同
財
団
は
、
海
外
に
所
在
す
る
韓
国
文
化
財
の
現
況
把
握
と
総
合
的
な
調
査
と
活
用
を
通
し
て
、
そ
の
価

値
を
国
内
外
に
知
ら
せ
る
た
め
の
専
門
機
関
と
し
て
、
2
0
1
2
年
に
韓
国
文
化
財
庁
傘
下
の
特
殊
法
人
と
し

て
設
立
。
韓
国
政
府
の
文
化
財
返
還
公
式
窓
口
と
も
な
っ
て
い
る
。

当
館
へ
の
調
査
依
頼
の
内
容
は
、
韓
国
に
ゆ
か
り
の
あ
る
全
て
の
文
化
財
の
所
蔵
経
緯
か
ら
文
化
財
的
価
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文
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財
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返
還
問
題
を
考
え
る
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︵
日
本
民
藝
館
︶

値
ま
で
を
、
韓
国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
各
分
野
の
専
門
家
と
共
に
総
合
的
に
調
べ
、
そ
の
成
果
を
書
籍
『
国
外
韓

国
文
化
財
』
と
し
て
記
録
に
残
す
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
調
査
は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
や
オ
ラ
ン
ダ
の
美
術
館
、

国
内
で
は
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
博
物
館
で
実
施
さ
れ
た
。

当
館
に
は
1
9
2
0
年
代
か
ら
30
年
代
に
か
け
て
創
立
者
の
柳
宗
悦
ら
が
朝
鮮
半
島
を
巡
っ
て
蒐
集
し
た
、

陶
磁
器
や
絵
画
、家
具
、木
工
品
、石
工
品
、金
工
品
な
ど
約
1
6
0
0
点
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、国
内
屈
指
の
質・

量
を
誇
る
。
ち
な
み
に
、
柳
は
植
民
地
時
代
に
あ
っ
て
朝
鮮
民
族
が
生
み
出
し
た
固
有
の
文
化
を
愛
し
、
そ
の

紹
介
と
保
護
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
人
物
と
し
て
、
韓
国
国
内
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、

白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

早
速
、
本
件
の
対
応
に
つ
い
て
会
議
が
持
た
れ
た
。
討
議
の
席
で
は
、
韓
国
か
ら
の
返
還
要
求
を
懸
念
す
る

声
が
挙
が
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
当
館
と
し
て
の
結
論
は
、
調
査
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と

に
断
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

所
蔵
品
の
海
外
へ
の
紹
介
を
は
じ
め
、
韓
国
側
研
究
者
と
の
人
的
交
流
の
促
進
や
学
術
調
査
に
よ
っ
て
得
た

情
報
の
共
有
は
、
当
館
に
よ
っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
創
設
者
た
ち
が
育
ん
で
き

た
、
日
韓
の
文
化
交
流
と
相
互
理
解
の
志
を
継
承
す
べ
き
で
あ
る
と
の
想
い
が
、
こ
の
よ
う
な
判
断
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
。

な
お
、
同
財
団
の
安ア

ン

輝フ
ィ
ジ
ュ
ン濬
前
理
事
長
（
ソ
ウ
ル
大
学
名
誉
教
授
）
が
示
し
た
「
不
法
搬
出
が
確
認
さ
れ
た
文
化
財

は
例
外
で
あ
る
が
、
韓
国
文
化
を
知
ら
せ
る
の
に
効
果
的
な
ら
ば
文
化
財
を
海
外
に
置
い
て
お
く
べ
き
だ
」（「
世

界
日
報
」
2
0
1
5
年
6
月
24
日
）
と
の
意
思
や
、財
団
の
日
本
事
務
所
の
金
成
鎬
所
長
（
当
時
）
か
ら
の
「
こ
の
事
業
は
、

文
化
財
の
返
還
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
海
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
韓
国
由
来
の
文
化
財
の

現
状
把
握
と
、
そ
れ
ら
の
今
後
の
活
用
が
目
的
で
あ
る
。
文
化
財
調
査
を
通
し
て
、
両
国
の
交
流
を
さ
ら
に
深

め
て
い
き
た
い
」
と
い
う
実
直
な
説
明
も
、
判
断
を
下
す
際
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
韓
国
国
内
で
当
館
が
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
て
き
た
、「
う
れ
し
い
韓
国
民
画
展
」（
ソ
ウ
ル
市
歴
史
博
物
館
、

館内における文化財調査の様子

2016年 9月にソウルで開かれた国際フォーラム「日
本所在韓国文化財の研究と活用」での報告会（発
表者は筆者）の様子
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2
0
0
5
年
）
や
「
文
化
的
記
憶・柳
宗
悦
が
発
見
し
た
朝
鮮
と
日
本
展
」（
イ
ル
ミ
ン
美
術
館
、2
0
0
6
年
）、
そ
し
て
「
柳

宗
悦
展
」（
韓
国
国
立
現
代
美
術
館
別
館
・
徳
寿
宮
美
術
館
、
2
0
1
3
年
）
な
ど
の
実
績
や
、
そ
の
間
に
培
っ
た
韓
国
の
博
物
館

関
係
者
と
の
信
頼
関
係
が
、
本
件
の
意
志
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

当
館
で
は
、こ
の
調
査
事
業
を
創
設
80
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、2
0
1
4
年
12
月
に
「
日

本
民
藝
館
所
蔵
品
の
調
査
・
研
究
に
関
す
る
業
務
協
約
」
を
同
財
団
と
正
式
に
調
印
。
館
内
で
の
調
査
は
、
同

月
の
第
一
次
調
査
を
皮
切
り
に
翌
年
9
月
の
第
五
次
調
査
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
調
査
に
伴
う
修
復
支
援
事
業
も

並
行
し
て
行
わ
れ
、
事
業
全
体
の
調
査
報
告
書
と
し
て
「
日
本
民
藝
館
所
蔵
韓
国
文
化
財
」
が
現
在
刊
行
中

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
調
査
の
成
果
を
基
に
「
日
本
民
藝
館
所
蔵
　
朝
鮮
工
芸
の
美
」
展
（
2
0
1
6
年
4
月
2
日
〜

6
月
12
日
）
を
当
館
で
開
催
。
同
展
は
、N
H
K
及
び
韓
国
K
B
S
や
民
放
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
、日
韓
の
主
要
新
聞
、

雑
誌
等
で
も
紹
介
さ
れ
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
か
ら
も
多
く
の
方
が
来
館
さ
れ
た
。

日
韓
両
国
の
硬
直
し
て
き
た
政
治
状
況
の
中
で
、
文
化
財
を
介
し
て
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と

が
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
文
化
財
を
本
来
あ
っ
た
場
所
に
戻
す
と
い
う
こ

と
も
重
要
で
あ
ろ
う
が
、
文
化
財
が
有
す
る
情
報
や
価
値
を
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
な
責
務
で
は

な
い
か
と
実
感
し
た
。

東
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
内
で
、
様
々
な
文
化
を
相
互
に
共
有
し
合
い
な
が
ら
、
長
い
時
間
を
か
け
て
発
展
さ

せ
て
き
た
日
韓
両
国
の
歩
み
。
こ
の
歴
史
的
な
事
実
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
の
問
題
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

02
地
方
の
小
規
模
公
立
美
術
館
を

活
性
化
す
る
た
め
の
一
可
能
性
に
つ
い
て

│
新
た
な
視
点
に
よ
り
県
内
文
化
圏
の
構
図
を
描
き
直
し
て
み
る
│

向
山
富
士
雄

F
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M
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︵
南
ア
ル
プ
ス
市
立
美
術
館
︶

日
本
の
大
小
様
々
の
公
立
美
術
館
は
か
つ
て
の
花
盛
り
の
時
代
か
ら
、
昨
今
は
美
術
館
氷
河
期
と
ま
で
評

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
私
は
丁
度
そ
の
時
代
と
並
行
し
て
30
年
余
勤
務
し
た
山
梨
県
立
美
術
館
を

2
年
前
に
退
職
し
、
現
在
は
県
北
西
部
に
位
置
す
る
南
ア
ル
プ
ス
市
立
美
術
館
で
、
館
長
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
着
任
す
る
と
間
も
な
く
し
て
、「
市
立
美
術
館
は
県
立
と
は
違
っ
て
、
良
く
も
悪
く
も
反

応
が
早
い
よ
」
と
あ
る
美
術
館
長
か
ら
心
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。

行
政
単
位
が
小
さ
く
な
っ
た
分
、
美
術
館
に
対
す
る
市
民
や
行
政
側
の
反
応
の
速
さ
は
日
々
新
鮮
で
あ
る

が
、
中
で
も
市
長
や
教
育
長
と
い
っ
た
文
化
行
政
の
ト
ッ
プ
た
ち
と
の
美
術
館
運
営
に
つ
い
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
且
つ
タ
イ
ム
リ
ー
で
あ
り
、
美
術
館
運
営
に
お
け
る
極
め
て
重
要
な
機
会
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
常
に
美
術
館
の
立
ち
位
置
を
確
認
で
き
る
点
に
お
い
て
も
、
行
政
と
の
距
離
感
は
前
職
時

代
と
は
全
く
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
近
く
な
っ
た
。
　

と
は
い
え
、
地
方
美
術
館
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
多
く
は
、
行
政
の
考
え
方
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ

れ
ほ
ど
多
く
の
差
異
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
大
都
市
東
京
を
は
じ
め
、
近
隣
の
県
庁
所
在
地
の
あ
る
主
要
都

市
や
政
令
指
定
都
市
に
あ
る
大
型
美
術
館
が
、
大
手
の
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
と
共
催
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ロ
ッ

ク
バ
ス
タ
ー
的
な
大
規
模
展
を
開
催
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
地
方
の
公
立
美
術
館
は
そ
れ
を
横
目
に
地
味
で

マ
イ
ナ
ー
な
展
覧
会
を
開
い
て
か
ろ
う
じ
て
美
術
館
の
体
制
を
維
持
す
る
と
い
う
、
二
極
化
の
様
相
に
変
わ
り

は
な
い
。
首
長
の
交
代
が
文
化
行
政
の
行
方
に
大
き
く
影
響
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
予
算
も
変
動
し
や
す
い
地
方
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の
美
術
館
。
八
方
塞
が
り
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
の
一
試
策
と
し
て
、
県
内
文
化
圏
の
構
図
を
描
き
直
す

こ
と
で
、
新
た
に
地
方
公
立
美
術
館
の
活
性
化
へ
の
一
つ
の
糸
口
を
探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

次
代
を
見
据
え
た
新
た
な
視
点
で
文
化
圏
を
俯
瞰
し
て
み
る
　

山
梨
県
に
は
ミ
レ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
県
立
美
術
館
以
外
に
、
南
ア
ル
プ
ス
市
立
美
術
館
を
は
じ

め
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
で
も
話
題
に
な
っ
た
大
村
智
博
士
が
自
ら
館
長
を
務
め
る
韮
崎
大
村
美
術
館
な

ど
4
つ
の
市
立
美
術
館
（
複
合
施
設
も
含
む
）
と
、
身
延
町
な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館
や
近
藤
浩
一
路
記

念
南
部
町
立
美
術
館
な
ど
二
つ
の
町
立
美
術
館
が
甲
府
盆
地
を
囲
む
よ
う
に
点
在
す
る
。
そ
し
て
、
他
に
も

南
は
河
口
湖
や
北
は
八
ヶ
岳
南
麓
を
中
心
に
、近
年
特
に
多
く
の
私
立
の
美
術
館
が
次
々
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
首
都
圏
に
隣
接
し
た
身
近
な
観
光
地
と
し
て
、
一
見
賑
や
か
そ
う
に
も
見
え
る
山
梨
の
美
術
館
の
実

情
は
、
決
し
て
明
る
い
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
各
館
の
課
題
を
打
開
す
る
に
は
、
単
独
に
よ
る
美
術
館
運

営
だ
け
で
は
、
も
は
や
限
界
に
き
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
一
つ
の
方
策
と
し
て
は
、
文
化
施
設
（
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
含
む
）
の
地
理
的
配
置
を
考
慮
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
甲
府
を
中
心
に
描
か
れ
て
き
た
文
化
圏
の
県
域
全
体
図
を
い
く
つ
か
に
分
割
し
、
そ
の
中
で

南
ア
ル
プ
ス
・
富
士
川
流
域
に
沿
っ
た
、
新
た
な
文
化
圏
の
構
築
を
目
途
に
そ
の
構
図
を
描
き
直
し
て
み
た
い
。

具
体
的
に
は
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
に
並
行
し
て
、
か
つ
て
は
舟
運
で
栄
え
た
歴
史
と
文
化
が
色
濃
く
残
る
富
士

川
流
域
と
い
う
地
理
的
条
件
に
併
せ
、
静
岡
か
ら
山
梨
、
長
野
を
経
由
し
て
新
潟
に
貫
く
、
平
成
31
年
の
開

通
を
目
指
す
中
部
横
断
自
動
車
道
に
新
た
な
文
化
圏
構
想
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
経
済
や
文
化
、
さ
ら

に
は
観
光
の
新
エ
リ
ア
や
ス
ポ
ッ
ト
へ
と
美
術
館
を
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
可
能

性
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
構
想
の
一
つ
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
は
、
美
術
館
巡
り

と
観
光
を
融
合
さ
せ
た
先
例
と
し
て
、
長
野
県
安
曇
野
盆
地
の
美
術
館
文
化
圏
を
参
考
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
静
岡
か
ら
山
梨
、
長
野
に
ま
た
が
る
、
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
一
つ
の
経
済
や
文
化
の
行

き
か
う
帯
路
に
見
立
て
、
中
で
も
南
ア
ル
プ
ス
・
ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
を
十
分
に
取
り
込
ん
だ
、

地
域
文
化
の
活
性
化
、
観
光
振
興
、
農
商
工
活
性
化
、
移
住
定
住
促
進
、
子
育
て
支
援
の
各
分
野
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
保
存
機
能
、
学
術
的
研
究
支
援
、
経
済
と
社
会
の
発
展
を
目
途
に
核
心
地
域
、

緩
衝
地
域
で
の
活
動
、
移
行
地
域
の
三
つ
の
エ
リ
ア
へ
と
分
割
し
て
い
る
。

構
想
を
さ
ら
に
具
体
的
で
効
果
的
な
実
践
へ
と
近
づ
け
る
た
め
に

手
始
め
と
し
て
、次
年
度
よ
り
取
り
分
け
公
立
美
術
館
を
中
心
に
、共
通
テ
ー
マ
に
よ
る
共
働
の
展
覧
会
（
郷

土
ゆ
か
り
の
著
名
写
真
家
の
共
同
開
催
展
、
館
の
主
要
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
作
家
た
ち
、
あ
る

い
は
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
交
換
展
な
ど
）
の
開
催
を
計
画
中
で
あ
る
。
ま
た
、
各
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
に
よ
る
交
換
展
も
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
主
な
美
術
館
と
し
て
は
南
か
ら
近
藤

浩
一
路
記
念
南
部
町
立
美
術
館
、
身
延
町
な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館
、
南
ア
ル
プ
ス
市
立
美
術
館
、
南
ア
ル

プ
ス
芦
安
山
岳
館
、
韮
崎
大
村
美
術
館
な
ど
の
公
立
美
術
館
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
さ
ら
に
継
続
し
て
い
き
た
い
将
来
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
清
春
白
樺
美
術
館
や
平
山
郁
夫
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
美
術
館
、
富
士
川
・
切
り
絵
の
森
美
術
館
、
中
村
キ
ー
ス
・
へ
リ
ン
グ
美
術
館
と
い
っ
た
私
立
の
個

性
的
な
美
術
館
、
さ
ら
に
は
甲
斐
黄
金
村
・
湯
之
奥
金
山
博
物
館
な
ど
博
物
館
と
も
新
た
な
企
画
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
で
各
館
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
共
働
に
よ
る
新
た
な
活
動
を
模
索
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

館
の
全
面
改
修
と
増
築
を
一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て

第
2
次
美
術
館
ブ
ー
ム
以
降
に
建
設
さ
れ
た
多
く
の
美
術
館
が
開
館
か
ら
す
で
に
30
年
を
経
過
し
て
い
る
。

近
年
そ
の
サ
イ
ク
ル
的
な
節
目
が
丁
度
重
な
る
こ
と
も
あ
り
、改
修
を
計
画
す
る
館
が
増
え
て
い
る
。
当
館
も
、
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開
館
27
年
目
を
迎
え
た
中
で
、
昨
年
よ
う
や
く
全
面
改
修
と
増
築
の
夢
が
叶
い
、
来
年
1
月
11
日
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
目
標
に
、
12
月
末
ま
で
工
事
休
館
中
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
間
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
見
直
し
と
再
構
築
、
副
館
長
を
主
力
と
し
た
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
や

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
を
研
究
し
、
個
人・法
人
を
含
め
た
新
た
な
基
金
の
在
り
方
を
研
究・実
践
す
る
ア
ー
ト・

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
。
そ
し
て
新
し
い
文
化
圏
の
構
想
を
実
践
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
と
運
営
な
ど
三

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
た
。

こ
の
度
の
館
の
改
修
増
築
を
契
機
と
し
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
く
、
ま
さ
に
館
の
将
来
と
と
も
に

文
化
圏
を
再
構
築
で
き
る
よ
う
な
、
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
き
っ
か
け
と
も
な
れ
る
よ
う
、
大
き
く
舵

を
切
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

富
山
県
立
近
代
美
術
館
（
1
9
8
1
年
開
館
）
は
、
昨
年
3
月
の
新
美
術
館
へ
の
移
転
と
一
部
開

館
を
機
に
、
館
名
を
「
富
山
県
美
術
館
　
ア
ー
ト
&
デ
ザ
イ
ン
」
に
変
え
、
8
月
26
日
、
全
面
開
館

に
至
っ
た
。
瀧
口
修
造
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
拡
充
、
膨
大
な
ポ
ス
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介

す
る
液
晶
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
導
入
な
ど
、
設
立
の
原
点
と
35
年
に
わ
た
る
活
動
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

立
山
連
峰
を
望
む
開
放
的
な
建
物
（
内
藤
廣
建
築
設
計
事
務
所
）
や
佐
藤
卓
デ
ザ
イ
ン
の
「
オ
ノ
マ

03
い
ま
美
術
館
名
に「
近
代
」は
必
要
か
？雪

山
行
二

K
ojiY

ukiyam
a

︵
富
山
県
美
術
館
︶

ト
ペ
の
屋
上
」
な
ど
に
よ
っ
て
環
境
と
の
一
体
化
を
は
か
り
、
参
加
型
、
体
験
型
の
美
術
館
へ
と
大
き

く
舵
を
切
っ
た
。
こ
の
姿
勢
が
広
く
共
感
を
呼
ん
だ
の
か
、
一
部
開
館
か
ら
こ
の
6
月
末
ま
で
の
入
館

者
総
数
は
1
5
6
万
人
に
達
し
て
い
る
。
新
美
術
館
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
記
す
こ
と

し
、
こ
こ
で
は
館
名
の
変
更
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

富
山
県
立
近
代
美
術
館
の
移
転
・
新
築
が
決
ま
っ
た
の
は
2
0
1
3
年
の
春
。
建
物
の
耐
震
強
度

が
国
の
耐
震
基
準
を
充
た
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
展
示
室
の
中
央
に
大
き
な
吹
き
抜
け
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
温
湿
度
管
理
が
む
ず
か
し
く
、
消
火
設
備
も
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

ハ
ー
ド
面
の
欠
陥
が
、
そ
の
主
た
る
理
由
で
あ
っ
た
。

館
名
の
変
更
は
、
実
は
移
転
問
題
が
生
じ
る
前
か
ら
一
部
の
関
係
者
の
あ
い
だ
で
議
論
の
対
象
に

な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
堅
い
館
名
を
も
っ
と
親
し
み
の
あ
る
も
の
に
変
え
た
い
と
い
う
要
望
に
発
し
て

い
た
。

私
が
移
転
を
機
に
館
名
を
変
え
る
こ
と
を
石
井
隆
一
富
山
県
知
事
に
提
案
し
た
の
は
、
2
0
1
4
年

の
こ
と
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る
館
名
に
な
る
に
せ
よ
、「
近
代
」
は
使
い
た
く
な
い
、

も
う
一
つ
は
、
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、「
県
立
」
の
「
立
」
を
取
り
去
る
こ
と
だ
っ
た
。「
立
」

で
は
い
か
に
も
「
お
上
」
が
作
っ
て
や
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
て
恩
着
せ
が
ま
し
い
。

館
名
に
「
近
代
」
を
冠
し
た
美
術
館
の
嚆
矢
は
、
敗
戦
ま
も
な
い
1
9
5
1
年
に
鎌
倉
に
誕
生
し

た
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
あ
り
、
そ
の
年
に
博
物
館
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
に
は
国
立

近
代
美
術
館
が
東
京
の
京
橋
に
誕
生
し
、
同
年
、
全
国
美
術
館
会
議
の
前
身
で
あ
る
全
国
美
術
館
協

議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、「
近
代
美
術
館
」
は
全
国
各
地
に
誕
生
し
、「
近
代
」
を
冠
す
る

最
後
の
美
術
館
と
見
ら
れ
る
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
が
長
岡
に
誕
生
し
た
1
9
9
3
年
に
は
、
国
公

立
に
限
っ
て
も
13
館
に
達
し
て
い
た
。

一
方
、
1
9
9
5
年
に
は
東
京
都
現
代
美
術
館
が
誕
生
し
、
2
0
0
2
年
に
は
兵
庫
県
立
近
代
美
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術
館
（
1
9
7
0
年
開
館
）
が
、
や
は
り
移
転
・
新
築
を
機
に
、「
近
代
」
を
削
除
し
て
兵
庫
県
立
美
術
館

と
な
り
、
愛
称
と
し
て
「
芸
術
の
館
」
を
採
用
し
て
い
る
。
同
館
の
館
名
の
変
更
に
つ
い
て
当
時
の
館

長
木
村
重
信
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
1
9
7
0
年
代
後
半
以
降
、
欧
米
で
現
代
美
術
館

が
多
く
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
は
「
博
物
館
」
が
「
物
」
だ
け
で
は
な
く
「
情
報
」
を
集

め
て
発
信
す
る
施
設
、
い
わ
ば
「
博
情
館
」
に
変
わ
っ
た
。
新
美
術
館
は
「
博
情
館
」
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
と
と
も
に
、
古
今
東
西
の
美
術
を
対
象
と
し
つ
つ
、
巨
視
的
に
私
た
ち
の
現
在
の
関
数
的
位
置

を
確
か
め
る
べ
く
、
そ
の
名
称
を
改
め
た
。（
開
館
記
念
展
図
録
『
美
術
館
の
夢
』
よ
り
要
約
）

私
が
館
名
の
変
更
を
主
張
し
た
動
機
も
こ
れ
と
一
部
重
な
る
が
、
要
は
「
近
代
」
と
い
う
言
葉
が
も

は
や
「
現
代
」
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
に
尽
き
る
。
敗
戦
後
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
「
近
代
」
は
封
建
主

義
か
ら
の
脱
却
、「
個
」
の
確
立
、「
自
由
」、
そ
し
て
輝
か
し
い
未
来
を
象
徴
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、「
近
代
の
超
克
」
が
声
高
ら
か
に
呼
ば
れ
た
「
大
東
亜
戦
争
」
時
の
思
想
的
状
況
に
対
す

る
反
発
あ
る
い
は
反
省
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
の
い
わ
ば
設
立

趣
意
書
に
も
、「
近
代
」
は
「
現
代
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。（『
鎌
倉
か
ら
は
じ
ま
っ
た
　
神
奈

川
県
立
近
代
美
術
館
の
65
年
』、
2
0
1
6
年
、
水
沢
勉
序
文
よ
り
要
約
）
し
か
し
21
世
紀
に
入
っ
て
十
数
年
を
経
た
今
日
、「
近

代
」
と
は
、
ま
ず
第
一
に
過
去
の
一
時
代
を
指
す
言
葉
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
富
山
県

美
術
館
は
20
世
紀
美
術
に
特
化
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
と
い
う
点
で
は
今
後
も
「
近
代
美
術
館
」

で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
「
近
代
美
術
」
を
今
日
の
視
点
か
ら
自
由
に
捉
え
た
い
、
既

成
の
歴
史
主
義
的
な
見
方
か
ら
離
れ
て
古
今
東
西
の
美
術
の
な
か
で
自
由
に
考
え
た
い
、
と
い
う
の
が

私
の
動
機
で
あ
っ
た
。
こ
の
機
会
を
逃
し
た
ら
館
名
の
変
更
は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
く
な
る
。

私
が
一
つ
気
に
し
た
の
は
、
富
山
県
立
近
代
美
術
館
の
生
み
の
親
と
も
い
え
る
瀧
口
修
造
（
1
9
0
3
│

79
）
の
存
在
で
あ
る
。
中
田
幸
吉
富
山
県
知
事
（
当
時
）
が
置
県
百
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
県
立
美

術
館
の
設
立
を
発
表
し
た
の
は
1
9
7
6
年
9
月
で
あ
る
が
、
当
時
県
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
皆
無

で
あ
り
、
新
美
術
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
白
紙
状
態
で
あ
っ
た
。
知
事
か
ら
館
長
就

任
を
要
請
さ
れ
た
瀧
口
は
、
私
の
任
で
は
な
い
と
こ
れ
を
謝
絶
し
な
が
ら
も
、
知
事
に
宛
て
た
「
美
術

館
建
設
に
つ
い
て
の
告
白
的
メ
モ
」（
1
9
7
7
年
5
月
）
の
な
か
で
、「
近
代
」
と
い
う
課
題
と
正
面
か
ら

取
り
組
む
よ
う
助
言
し
、
有
名
無
名
を
超
え
て
芸
術
表
現
発
生
の
現
場
を
見
せ
る
美
術
館
、
見
る
側

の
参
加
、
他
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
大
胆
な
提
案
を
し
て

い
る
。（『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
瀧
口
修
造
』
第
10
巻
収
録
久
泉
迪
雄
、「
瀧
口
修
造
―
覚
え
書
き
」、『
と
や
ま
文
学
』
2
0
1
8
年
3
月
）

「
富
山
県
立
近
代
美
術
館
」
と
い
う
館
名
が
正
式
に
決
ま
っ
た
の
は
1
9
8
0
年
12
月
、
開
館
の
わ

ず
か
半
年
前
だ
っ
た
。
瀧
口
自
身
は
79
年
の
7
月
に
没
し
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
決
定
に
瀧
口
が
間

接
的
に
せ
よ
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、「
近
代
」
を
削
除
す

る
こ
と
に
は
強
い
抵
抗
が
あ
る
も
の
と
予
想
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
私
の
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
に
続
く
富
山
県
立
近
代
美
術
館
の
名
称
変
更
は
、
美
術
館
の
世
界
に
静
か

な
波
紋
を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
の
山
野
英
嗣
館
長
は
、
か
つ
て

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
に
在
籍
し
た
こ
と
も
ふ
ま
え
な
が
ら
「
近
代
美
術
館
」
が
展
開
し
て
き
た
活

動
を
具
体
的
に
あ
げ
、「
近
代
美
術
と
は
前
衛
」
で
あ
る
と
い
う
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
る
。（「
わ
が
国
の

近
代
美
術
館
事
情
」、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
連
載
中
）

そ
の
ほ
か
、
現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
休
館
中
の
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
（
1
9
8
4
年
開
館
）
が
再

開
時
に
「
近
代
」
を
削
除
す
る
の
か
否
か
、
当
初
の
予
定
よ
り
四
半
世
紀
も
遅
れ
て
開
館
す
る
こ
と
に

な
る
「
大
阪
市
立
近
代
美
術
館
」
が
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
名
称
に
な
る
の
か
、「
近
代
」
を
め
ぐ
る

議
論
が
活
発
化
す
る
こ
と
を
私
は
期
待
し
て
い
る
。

当
館
の
新
名
称
の
う
ち「
ア
ー
ト
&
デ
ザ
イ
ン
」に
つ
い
て
は
、こ
れ
と
は
逆
に
予
想
外
の
抵
抗
に
遭
っ

た
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
記
し
た
い
。

ZENBI vol.14／ ForumF-11 F-10



04
京
都
市
美
術
館
の
夢

山
田 

諭 Satoshi Y
am

ada

︵
京
都
市
美
術
館
︶

京
都
市
美
術
館
は
現
在
、
2
0
1
9
年
秋
の
竣
工
、
2
0
2
0
年
春
の
再
開
館
を
目
指
し
て
、
本

格
的
な
改
修
・
新
築
工
事
を
進
め
て
い
る
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
東
京
府
美
術
館
（
現
在
の
東
京
都
美
術
館
）
に
続
い
て
、
日
本
で
2
番
目
の
公
立
美

術
館
と
し
て
、
1
9
3
3
年
に
開
館
し
た
京
都
市
美
術
館
の
建
物
は
、
東
京
都
美
術
館
の
旧
館
が

1
9
7
6
年
に
解
体
撤
去
さ
れ
た
の
で
、
現
存
す
る
最
古
の
美
術
館
建
築
と
し
て
極
め
て
貴
重
な
文

化
財
で
あ
る
。
今
回
の
改
修
工
事
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
可
能
な
限
り
当
時
の
設
計
意
匠
を
維

持
し
つ
つ
、
現
代
的
な
「
開
か
れ
た
建
築
」
と
し
て
、
大
胆
な
改
変
も
加
え
な
が
ら
、
開
館
か
ら
85
年

を
経
て
老
朽
化
し
た
美
術
館
の
設
備
を
最
新
の
機
能
に
改
修
す
る
方
針
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
基
本
設
計
は
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
美
術
館
を
熟
知
す
る
人
に
と
っ
て
、
新
し
い

美
術
館
は
心
地
よ
い
驚
き
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
建
物
と
な
る
に
違
い
な
い
。
美
術
館
を
訪
れ
た
と
き

の
こ
と
を
想
起
し
な
が
ら
読
ん
で
ほ
し
い
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
平
安
神
宮
の
大
鳥
居
か
ら
続
く
広
場

か
ら
重
厚
な
正
面
玄
関
を
入
っ
て
、
薄
暗
い
西
広
間
の
大
階
段
の
脇
を
通
っ
て
、「
大
陳
列
室
」
と
呼

ば
れ
る
大
空
間
に
迎
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
新
し
い
美
術
館
で
は
、
ス
ロ
ー
プ
状
に
掘
り
下
げ
ら
れ

た
広
場
を
降
り
る
と
、
現
在
の
正
面
玄
関
の
地
下
部
分
に
、
柔
ら
か
く
カ
ー
ブ
す
る
ガ
ラ
ス
リ
ボ
ン
で

囲
わ
れ
た
正
面
入
口
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
低
い
天
井
の
ロ
ビ
ー
を
抜
け
て
、
新
し
い
大
階
段
を
昇
っ

て
い
く
と
、
い
き
な
り
大
陳
列
室
に
出
る
と
い
う
鮮
や
か
な
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
陳
列

室
の
向
こ
う
に
は
、
こ
れ
ま
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
東
玄
関
の
大
扉
が
開
放
さ
れ
て
、
日
本
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
新
館
ま
で
通
り
抜
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
「
閉
じ
た
建
築
」
で
あ
っ
た
美
術
館

が
、
京
都
市
動
物
園
の
あ
る
東
側
へ
も
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
建
築
的
な
刷
新
と
と
も
に
、
今
回
の
改
修
工
事
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
京
都

市
美
術
館
の
開
館
以
来
の
念
願
で
あ
っ
た
常
設
展
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
天
皇
の
即
位
式
を
記
念
す
る「
大
礼
記
念
京
都
美
術
館
」と
し
て
開
館
し
た
京
都
市
美
術
館
は
、

当
時
の
「
美
術
館
規
則
」
と
「
経
営
方
針
」
に
よ
る
と
、
京
都
恩
賜
博
物
館
（
現
在
の
京
都
国
立
博
物
館
）
と

の
役
割
分
担
か
ら
、古
美
術
で
は
な
く
「
新
美
術
工
芸
品
」
す
な
わ
ち
「
明
治
四
十
年
以
後
ノ
製
品
」（
第

1
回
文
展
が
開
催
さ
れ
た
1
9
0
7
年
以
降
の
作
品
）
を
対
象
と
す
る
と
記
さ
れ
、
ま
さ
に
「
現
代
美
術
館
」
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
な
く
、
東
京
府
美
術
館
と
同
様
に
、

官
設
展
（
文
展
、
帝
展
な
ど
）
の
開
催
が
主
要
目
的
で
あ
り
、
当
時
の
美
術
工
芸
家
た
ち
の
発
表
の

場
す
な
わ
ち
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
の
役
割
を
主
体
と
し
て
い
た
。

画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
、「
美
術
館
陳
列
品
ハ
購
入
並
ニ
寄
付・寄
託
ニ
ヨ
ル
」
と
い
う
、
ま
さ
に
「
現

代
美
術
」
を
収
集
す
る
方
針
で
あ
る
。
日
本
画
の
収
集
番
号
第
1
番
が
榊
原
紫
峰
《
獅
子
》（
1
9
2
7

年
）
で
あ
る
よ
う
に
、
京
都
画
壇
が
全
盛
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
近
代
日
本
画
の
代
表
作

を
数
多
く
収
集
す
る
（
購
入
よ
り
も
寄
贈
が
多
い
が

）
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
収
集
活
動
は
活
発
で
は
な
く
、

厳
選
主
義
で
も
あ
っ
た
た
め
に
、
戦
前
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
数
は
2
5
2
点
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
開
館
時
か
ら
年
間
を
通
し
た
常
設
展
は
な
く
、
年
2
回
ほ
ど
の
「
所
蔵
品
陳
列
」

を
行
う
だ
け
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
1
9
6
0
年
代
以
降
に
「
常

設
展
（
平
常
陳
列
）」
と
い
う
名
称
を
付
け
な
が
ら
、
近
年
ま
で
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
が
随
時
開
催
さ
れ

て
き
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
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2
0
2
0
年
の
再
開
館
に
お
い
て
、
初
め
て
年
間
を
通
し
た
常
設
展
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
全

国
各
地
で
開
催
し
た
「
京
都
市
美
術
館
所
蔵
品
展
」
で
好
評
を
博
し
た
京
都
市
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
常
設
展
の
意
義
は
「
い
つ
で
も
名
品
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
」
こ
と
に
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
画
の
場
合
に
は
保
存
上
の
問
題
か
ら
年
間
を
通
し

て
展
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
日
本
文
化
の
基
底
に
あ
る
季
節
感
を
踏
ま
え
て
、
春
夏
秋

冬
の
季
節
ご
と
に
定
期
的
に
展
示
す
る
こ
と
で
、
時
期
を
限
れ
ば
「
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
」
よ
う
に
で

き
る
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
竹
内
栖
鳳
《
絵
に
な
る
最
初
》
を
は
じ
め
と
し
て
、上
村
松
園
《
待

月
》、
木
島
桜
谷
《
寒
月
》、
西
山
翠
嶂
《
槿
花
》、
菊
池
契
月
《
少
女
》、
土
田
麦
僊
《
平
牀
》、
村
上

華
岳
《
阿
弥
陀
》、
入
江
波
光
《
彼
岸
》、
野
長
瀬
晩
花
《
初
夏
の
流
》、
中
村
大
三
郎
《
ピ
ア
ノ
》
な

ど
な
ど
、
京
都
画
壇
の
日
本
画
の
数
々
が
年
に
一
度
は
必
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

今
年
度
は
47
年
振
り
に
新
し
い
収
集
方
針
の
策
定
を
行
っ
て
、
収
集
活
動
を
活
発
に
し
て
、
再
開

館
を
機
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
豊
富
に
す
る
こ
と
で
、
常
設
展
を
充
実
さ
せ
、
鑑
賞
教
育
を
展
開
す
る
と

い
う
よ
う
に
、
常
設
展
を
中
核
と
し
た
美
術
館
活
動
を
継
続
的
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
京
都
市
美
術

館
は
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
か
ら
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

新
し
い
常
設
展
が
京
都
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
国
内
外
の
観
光
客
か
ら
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、

京
都
の
若
い
美
術
家
や
学
生
た
ち
へ
の
豊
か
な
刺
激
と
な
っ
て
、
21
世
紀
の
新
し
い
京
都
画
壇
が
創
り

だ
さ
れ
る
こ
と
が
「
京
都
市
美
術
館
の
夢
」
で
あ
る
。

全
国
美
術
館
会
議
は
昨
年
、「
美
術
館
の
原
則
と
美
術
館
関
係
者
の
行
動
指
針
」（
以
下
、「
原
則
と
行
動
指
針
」）

を
採
択
し
た
。
そ
の
出
発
点
に
は
、
1
9
9
7
年
に
始
ま
る
博
物
館
法
検
討
委
員
会
で
の
議
論
が
あ
っ

た
。
法
の
検
討
か
ら
「
美
術
館
憲
章
の
よ
う
な
も
の
」
を
作
る
こ
と
に
方
針
が
変
わ
り
、「
中
間
報
告：

美
術
館
基
準
（
案
）」
が
発
表
さ
れ
た
の
が
2
0
0
0
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
お
よ
そ
10
年
の
中

断
を
経
て
、
宙
づ
り
に
な
っ
て
い
た
課
題
は
美
術
館
運
営
制
度
研
究
部
会
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
長

い
議
論
と
検
討
の
末
の
採
択
で
あ
っ
た
。
博
物
館
法
改
正
に
向
け
た
議
論
の
前
提
と
し
て
求
め
ら
れ
た

美
術
館
像
が
よ
う
や
く
描
け
た
の
が
今
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
当
初
の
目
的
に
立
ち
返
る
必
要
は
な
い
だ

ろ
う
か
。「
原
則
と
行
動
指
針
」
の
冊
子
を
発
行
し
て
間
も
な
い
去
る
1
月
20
日
、
東
京
文
化
財
研
究

所
に
お
い
て
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
の
在
る
べ
き
姿
〜
博
物
館
法
を
は
じ
め
と
す
る

関
連
法
等
の
改
正
に
向
け
て
〜
」
が
開
か
れ
、
筆
者
は
美
術
館
運
営
制
度
研
究
部
会
の
一
員
と
し
て

出
席
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年
7
月
に
日
本
学
術
会
議
史
学
委
員
会
博
物
館
・
美
術
館
等
の
組
織

運
営
に
関
す
る
分
科
会
（
以
下
、
日
本
学
術
会
議
）
が
提
言
「
21
世
紀
の
博
物
館
・
美
術
館
の
あ
る
べ
き
姿
―

博
物
館
法
の
改
正
へ
向
け
て
」（
以
下
、「
提
言
」）
を
発
出
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
遡
る
3
月
に
（
公
財
）
日

本
博
物
館
協
会
（
以
下
、
日
博
協
）
が
「
博
物
館
登
録
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
」
報
告
書
（
以

下
、「
報
告
書
」）
を
発
行
し
た
こ
と
に
よ
る
。
現
行
の
博
物
館
制
度
は
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
様
々
な
問
題
を

05
日
本
の
美
術
館
と
学
芸
員
の
未
来
を
描
く
た
め
に

―「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
の
在
る
べ
き
姿
〜
博
物
館
法
を
は
じ

め
と
す
る
関
連
法
等
の
改
正
に
向
け
て
〜
」報
告

青
木
加
苗

K
anae

A
oki

︵
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
︶

ZENBI vol.14／ ForumF-15 F-14



孕
ん
で
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
2
0
0
8
年
の
博
物
館
法
改
正
が
抜
本
的
な
解
決
を
示
さ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
べ
き
改
正
の
方
向
を
検
討
し
て
き
た
。
今
回
、
そ
れ
ら

文
書
の
内
容
を
周
知
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
博
物
館
に
お
け
る
課
題
を
共
有
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
議

論
の
深
ま
り
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
双
方
各
2
名
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
書
の
成
立
背
景
と
今
後
の
展
望
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
に
総
合
討
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容

を
整
理
し
、
報
告
と
し
た
い
。

「
提
言
」
で
は
、
教
育
基
本
法
を
母
法
に
持
つ
社
会
教
育
法
に
準
拠
し
た
博
物
館
法
（
1
9
5
2
年
施
行
）

が
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
の
所
管
で
あ
る
の
に
対
し
て
、文
化
財
保
護
法（
1
9
5
0

年
施
行
）
が
文
化
庁
の
所
管
と
な
っ
て
お
り
、
両
法
律
間
に
整
合
性
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
認
め
、
以
下

の
4
つ
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
①
国
立
館
が
博
物
館
と
し
て
登
録
で
き
な
い
制
度
の
歪
み
　

②
博
物
館
等
が
教
育
委
員
会
の
所
管
を
離
れ
、
登
録
博
物
館
の
要
件
か
ら
外
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
　

③
学
芸
員
と
し
て
研
究
能
力
は
必
須
で
あ
り
な
が
ら
、
科
研
費
代
表
申
請
資
格
が
与
え
ら
れ
な
い
　

④
大
学
で
付
与
さ
れ
る
学
芸
員
資
格
と
現
場
で
求
め
ら
れ
る
専
門
性
・
実
務
能
力
の
乖
離
　
で
あ
る
。

そ
の
上
で
最
終
的
な
提
言
に
は
、
設
置
主
体
を
条
件
と
し
た
登
録
博
物
館
／
博
物
館
相
当
施
設
／
博

物
館
類
似
施
設
と
い
っ
た
不
整
合
な
制
度
を
取
り
繕
う
現
行
の
扱
い
を
や
め
、
全
て
の
博
物
館
を
一
体

的
に
扱
う
新
博
物
館
法
制
定
の
必
要
性
と
、
国
立
館
に
指
導
的
立
場
を
法
的
に
も
与
え
る
こ
と
、「
登

録
」
制
度
を
博
物
館
の
水
準
を
維
持
す
る
た
め
再
審
査
を
伴
う
更
新
制
度
と
し
て
設
計
す
る
こ
と
、

そ
し
て
研
究
機
能
の
充
実
を
目
指
し
て
学
芸
員
を
研
究
者
と
位
置
づ
け
、
予
算
措
置
な
ど
基
準
の
柔

軟
化
を
図
る
べ
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。
報
告
や
討
論
を
通
じ
て
、
日
本
学
術
会
議
の
想
定
す
る
博
物
館

像
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
欧
米
の
大
型
博
物
館
を
想
起
さ
せ
た
が
、「
提
言
」
の
中
に
「
国
立
館
の

指
導
的
位
置
づ
け
」
と
い
う
観
点
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
も
そ
の
現
れ
だ
ろ
う
。
序
列
化
の
お
そ
れ

も
あ
る
が
、
日
本
の
博
物
館
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
を
図
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

一
方
、
日
博
協
の
「
報
告
書
」
で
は
、
現
状
に
つ
い
て
よ
り
細
か
に
分
析
が
行
わ
れ
、
博
物
館
登
録

制
度
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
が
示
さ
れ
た
上
で
、
実
際
に
「
新
た
な
登
録
基
準
案
」
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
一
元
化
さ
れ
た
登
録
審
査
要
件
を
設
定
す
る
こ
と
と
、
博
物
館
活
動
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
点

検
制
度
（
登
録
更
新
制
度
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
提
言
」
と
同
様
の
指
摘
だ
が
、
現
在
あ
る
博

物
館
の
実
態
と
乖
離
し
な
い
よ
う
細
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
特
に
地
域

に
根
ざ
し
た
小
規
模
館
の
活
動
を
評
価
し
、
登
録
制
度
に
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
制
度
設
計
す
る

必
要
性
が
注
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
博
物
館
の
継
続
的
な
活
動
を
担
保
す
る
た
め
に
こ
そ
、
登

録
制
度
が
活
用
さ
れ
る
べ
き
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
新
た
な
登
録
基
準
案
は
、
ど
の
館
に

も
共
通
す
る
「
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
な
る
は
ず
だ
が
、
博
物
館
の
実
態
が
現
状
の
ま
ま
で

は
意
味
が
無
い
、
機
能
強
化
に
資
す
る
よ
う
に
新
た
な
制
度
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
も
交
わ
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
別
途
、
上
位
の
登
録
制
度
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
提
起

さ
れ
た
。

後
半
の
総
合
討
論
で
は
学
芸
員
養
成
の
問
題
が
中
心
議
題
と
な
っ
た
。
学
部
卒
で
資
格
が
与
え
ら

れ
る
学
芸
員
を
研
究
者
と
認
め
ら
れ
る
の
か
、
日
本
学
術
会
議
内
、
つ
ま
り
大
学
関
係
者
間
で
は
論

議
を
呼
ん
だ
と
い
う
。
実
際
の
学
芸
員
採
用
に
お
い
て
は
修
士
以
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

資
格
自
体
を
大
学
院
で
付
与
す
る
必
要
性
も
論
じ
ら
れ
た
が
、
大
学
に
と
っ
て
は
取
得
可
能
資
格
の

有
無
が
学
生
集
め
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
り
、
改
正
は
容
易
で
は
な
い
。
な
ら
ば
大
学
院
で
の
み
取
得

可
能
と
な
る
上
位
資
格
を
設
け
る
か
、
あ
る
い
は
学
芸
員
資
格
そ
の
も
の
を
撤
廃
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
事
実
、
学
芸
員
を
単
位
取
得
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
国
家
資
格
と
し
て
い
る
の
は
日
本
特
有
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
専
門
性
の
高
い
学
芸
員
を
求
め
る
の
か
、
雑
芸
員
と
も
揶
揄
さ

れ
る
が
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
を
評
価
す
る
の
か
、
今
後
日
本
の
博
物
館
が
ど
の
よ
う
な
学

芸
員
像
を
描
く
の
か
、
そ
の
議
論
が
急
が
れ
る
。
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今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
背
景
の
周
知
が
中
心
で
あ
り
、
議
論
に
向
け
た
第
一

歩
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
、
ウ
ェ
ブ
で
簡
単
に
手
に
入
る
の
で
、
ま
ず

は
「
提
言
」
と
「
報
告
書
」
を
一
読
さ
れ
た
い
。
今
年
秋
に
は
文
部
科
学
省
と
文
化
庁
の
組
織
改
編
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
博
物
館
行
政
は
文
化
庁
に
一
元
化
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
し
、
博
物
館
の
所
管

が
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
に
移
さ
れ
る
動
き
も
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
は
特
定
の
美
術

館
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
さ
せ
る
国
の
施
策
さ
え
ち
ら
つ
き
始
め
た
。
こ
う
い
っ
た
変

化
が
続
く
な
か
、
わ
れ
わ
れ
美
術
館
人
と
し
て
の
議
論
の
高
ま
り
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
る
ば
か
り
で
あ
る
。そ
こ
で
ま
ず
は
筆
者
か
ら
一
つ
問
い
た
い
。今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
論
の
端
々

で
、
日
本
学
術
会
議
も
日
博
協
も
、
博
物
館
が
社
会
教
育
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
現
状
を
問
題
の
発

端
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
果
た
し
て
問
題
の
本
質
は
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
む
し

ろ
筆
者
は
、
教
育
の
観
点
か
ら
捉
え
た
日
本
の
博
物
館
に
は
、
他
国
に
誇
る
側
面
も
あ
る
よ
う
に
感

じ
て
い
る
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
5
6
9
0
館
の
博
物
館
の
う
ち
、
数
の
上
で
は
2
割
近
く
に
上

る
美
術
館
は
、
そ
の
設
立
の
歴
史
と
現
状
に
鑑
み
、
自
ら
の
考
え
を
深
め
、
意
見
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

「
原
則
と
行
動
指
針
」
を
手
に
し
た
わ
れ
わ
れ
に
は
、
そ
の
た
め
の
準
備
は
整
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
の
在
る
べ
き
姿
〜
博
物
館
法
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
法
等
の
改
正
に
向
け
て
〜
」

主
催
：
日
本
学
術
会
議
史
学
委
員
会
博
物
館
・
美
術
館
等
の
組
織
運
営
に
関
す
る
分
科
会
、
公
益
財
団
法
人
日
本
博
物
館
協
会

日
時
：
1
月
20
日
（
土
）
1
3
:
0
0
〜
1
7
:
0
0

会
場
：
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
　
東
京
文
化
財
研
究
所
　
地
下
セ
ミ
ナ
ー
室

報
告
者
は
日
本
学
術
会
議
よ
り
小
佐
野
重
利
氏
（
日
本
学
術
会
議
会
員
、
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
特
任
教
授
）、
芳
賀
満
氏
（
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
、
東
北
大
学

高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構
教
授
）、
日
博
協
よ
り
山
西
良
平
氏
（
日
本
博
物
館
協
会
「
博
物
館
登
録
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
」
主
査
、
西
宮
市
貝
類

館
顧
問
）、
栗
原
祐
司
氏
（
上
記
調
査
研
究
委
員
会
委
員
、
京
都
国
立
博
物
館
副
館
長
）
の
4
名
。
さ
ら
に
矢
島
國
雄
氏
（
上
記
調
査
委
員
会
委
員
、
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）

お
よ
び
栗
田
秀
法
氏
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
の
2
名
が
加
わ
り
、
総
合
討
論
が
行
わ
れ
た
。
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